
▲鳥居本小学校で、昭和45年から、毎年行われている「お花見給食」

　この日は、全校生徒が校庭の桜の木の下で給食を食べます。（今年４月16日撮影）
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新
し
く
な
っ
た

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
は
、
乳
幼
児

も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

改
修
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
ホ
ー

ル
全
面
を
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
張
り

替
え
、
安
全
性
を
高
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
内
部
の
壁
面
を
取
り
、

自
然
の
光
が
館
内
に
入
る
よ
う
に

し
て
、
全
体
を
明
る
く
開
放
的
に

し
ま
し
た
。

　

図
書
室
は
、
ホ
ー
ル
と
一
体
と

な
っ
た
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
床
に
し
て
、

乳
幼
児
が
寝
こ
ろ
ん
だ
り
、
ゆ
っ

く
り
と
絵
本
を
読
ん
だ
り
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
も
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、

遊
具
の
貸
し
出
し
、
ア
リ
ー
ナ
で

の
運
動
や
科
学
備
品
な
ど
で
も
遊

べ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
貸
館
と

し
て
、
多
目
的
室
や
会
議
室
を
、

子
育
て
支
援
の
活
動
な
ど
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
部
屋
と
し
て
用
意

し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
は
、
乳
幼
児

か
ら
学
齢
期
の
子
ど
も
た
ち
が
、

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
や
体
験
学
習
を

出
来
る
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育

つ
こ
と
は
、
み
ん
な
の
願
い
で

す
。
そ
の
願
い
を
か
な
え
て
い
く

た
め
に
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
が
、
家
庭
や
地
域
で
、
豊
か
な

愛
情
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
夢
と
希

望
を
も
っ
て
育
っ
て
い
く
た
め

の
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

滋
賀
県
で
は
、
５
月
を
「
児
童

福
祉
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
に
つ
い
て

県
民
全
体
で
考
え
る
こ
と
を
目

的
に
定
め
ら
れ
、
児
童
福
祉
の
理

念
の
普
及
・
啓
発
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

引
き
続
く
出
生
率
の
低
下
に

伴
う
少
子
化
や
核
家
族
化
な
ど

に
よ
り
、
家
庭
や
地
域
に
お
け
る

子
育
て
機
能
が
低
下
す
る
な
ど
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
心
身
と
も
に
健
康
な

子
ど
も
が
育
つ
環
境
に
つ
い
て
、

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
未
来

室
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

１
５
８
０

番

５
月
に
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

▼
荒
神
山
公
園
春
ま
つ
り

　
（
荒
神
山
公
園
指
定
管
理
者
主
催
事
業)

　

日
時　

４
日

(日・祝)　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
親
子
で
楽
し
む
歌
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

日
時　

４
日

(日・祝)　

午
後
１
時
〜　
　

▼
星
空
教
室　

　

第
１
回　

「
春
の
星
座
か
ら
は
じ
め
よ
う
」

　

日
時　

９
日
㈮　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

　
（
天
候
に
よ
り
10
日
㈯
に
順
延
の
場
合
あ
り
）

▲子どもセンター　リニューアルオープンイベント

地域で支える子育て
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子
育
て
支
援
の

拠
点
施
設
と
し
て

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
な
か
に
あ

る
、
子
ど
も
未
来
室
は
、
子
育
て

支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
事
業
を
し
て
い
ま
す
。
保
健

や
福
祉
な
ど
の
子
育
て
に
関
す
る

情
報
を
集
め
、
一
元
化
し
て
彦
根

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
な
か
に
あ

る
「
ひ
こ
ね
☆
子
育
て
ね
っ
と　

フ
レ
ン
ズ
」
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
情
報
紙
「
子
育
て

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
も
配
布
し
、
子

育
て
の
情
報
を
必
要
な
人
に
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
提
供
で
き
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
毎
月
子

ど
も
の
成
長
や
健
康
、
遊
び
な
ど

に
つ
い
て
学
べ
る
子
育
て
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
８
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
セ
ン
タ
�
の
利
用
者
に

聞
い
て
み
ま
し
た

　

以
前
の
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
と
比
べ
て
、
年

齢
の
高
い
子
ど
も
と
、
低
い
子
ど
も
を
分
け

る
し
き
り
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
い
い
と
思

い
ま
す
。
今
は
、
核
家
族
化
が
進
ん
で
、
い

ろ
い
ろ
な
年
齢
の
子
ど
も
と
触
れ
合
う
機
会

が
少
な
い
の
で
、
新
し
く
な
っ
た
セ
ン
タ
ー

で
は
、
兄
弟
の
よ
う
に
、
遊
べ
る
の
で
、
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
は
、
明

る
く
な
っ
た
し
、
開
放
的
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
の
広
い
場
所
で
、
遊
び
に
来
て
い

る
ほ
か
の
年
齢
の
高
い
子
ど
も
に
遊
ん
で
も

ら
え
る
し
、
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

福原みさこ　さん
（本町１丁目）

山
さん

郷
ごう

里
り

穂
ほ

　さん
（尾末町）

　

こ
の
ほ
か
、
ひ
ろ
ば
事
業
、
家

庭
教
育
支
援
事
業
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
、
子
育
て
支
援
活
動
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
子
育
て

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
や
、

子
育
て
支
援
活
動
団
体
の
連
携
を

図
る
連
絡
調
整
会
議
の
開
催
な
ど
、

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
人

材
育
成
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
も

努
め
て
い
ま
す
。
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市
内
に
は
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
、
子
育

て
支
援
を
行
っ
て
い
る
団
体
（
下
の
表
）
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
子
育
て
サ

ー
ク
ル
は
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
や
お
父

さ
ん
が
、
自
主
的
に
運
営
し
、
子
ど
も
を
中

心
に
楽
し
く
交
流
し
て
い
ま
す
。

　
「
子
育
て
を
楽
し
む
は
ず
だ
っ
た
の
に
大

変
」
な
ど
の
悩
み
を
持
っ
た
人
た
ち
が
、
自

分
た
ち
で
仲
間
を
見
つ
け
、
悩
み
や
喜
び
を

共
有
す
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
一
度
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
内
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル

　

左
の
ペ
ー
ジ
で
、
市
内
の
子
育
て
サ
ー
ク

ル
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
情
報
は
、
彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
彦
根
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
作
成
し
た
「
彦
根
市
子
育
て
サ
ー
ク
ル
」

と
い
う
情
報
フ
ァ
イ
ル
で
も
紹
介
し
て
い
ま

す
。
こ
の
フ
ァ
イ
ル
の
設
置
場
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。

設
置
場
所　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
平
田
町
）、

教
育
委
員
会
、
市
立
図
書
館
（
以
上
、
尾

末
町
）、
市
立
ふ
れ
あ
い
の
館
（
八
坂
町
）、

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）、
東
山
児
童

館
（
里
根
町
）、
彦
根
乳
児
保
育
所
（
中
藪
二

丁
目
）、
ハ
ピ
ネ
ス
ひ
こ
ね
（
馬
場
一
丁
目
）、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
金
亀
町
）、

市
民

課
（
市
庁
舎
１
階
）、
彦
根
子
ど
も
家
庭
相

談
セ
ン
タ
ー
（
小
泉
町
）、
南
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
田
原
町
）、
各
地
区
公
民
館
、
高

宮
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　

〜
彦
根
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〜

　

彦
根
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
市
内
の
子

育
て
サ
ー
ク
ル
や
支
援
団
体
が
、「
つ
な
が
ろ
う
」

と
、
声
を
か
け
あ
っ
て
で
き
た
複
数
の
グ
ル
ー

プ
か
ら
な
る
団
体
で
す
。
毎
月
、
定
例
会
を
開

催
し
て
、
子
育
て
中
の
親
子
へ
子
育
て
情
報
を

提
供
し
た
り
、
子
育
て
中
の
親
た
ち
が
行
政
担

当
者
と
情
報
交
換
を
し
た
り
、
彦
根
市
の
子
育

て
に
つ
い
て
考
え
た
り
し
て
、
子
育
て
に
つ
い

て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
０
９
０-

６
３
７
６-

９
０
４
５
番
（
猪
飼
方
）

子
ど
も
の
こ
と

な
ん
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
　

〜
家
庭
児
童
相
談
室
〜

　

家
庭
児
童
相
談
室
は
、
子
ど
も
に
関
す
る
問

題
に
つ
い
て
、
専
門
の
家
庭
相
談
員
な
ど
が
相

談
に
あ
た
り
ま
す
。「
保
護
者
の
病
気
な
ど
で
養

育
が
難
し
い
」、「
子
育
て
に
イ
ラ
イ
ラ
し
、
つ

い
手
を
出
し
て
し
ま
う
」「
学
校
な
ど
の
集
団
生

活
に
な
じ
み
に
く
い
」
な
ど
の
相
談
を
お
聞
き

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談
に
関
す
る
秘

密
は
法
律
で
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
青
少
年
課
・
家
庭

児
童
相
談
室
☎
23-

９
５
９
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
８
番
、
相
談
専
用
電
話
☎
23-

７
８
３
８
番

子
育
て
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
み
ん
な
で
楽
し
く
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安
政
５
年
（
１
８
５
８
）
４
月
23
日
、
井
伊
直な

お

弼す
け

は
幕
府
大
老
と
な
り
ま
し
た
。
直
弼
の
大

老
就
任
は
、
幕
府
内
で
も
何
度
か
取
り
ざ
た

さ
れ
、
彼
自
身
も
意
識
し
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
の
就
任
は
、
本
人
や
彦
根
藩
に
と
っ
て

も
急
な
出
来
事
で
し
た
。

　

４
月
22
日
の
七
つ
半
時（
午
後
６
時
）、
直
弼

に
翌
日
の
江
戸
城
登
城
を
命
じ
る
幕
府
老
中

奉
書
が
、
彦
根
藩
江
戸
上
屋
敷
に
届
け
ら
れ

ま
し
た
。
登
城
の
用
向
き
が
分
か
ら
な
か
っ

た
井
伊
家
で
は
、急
ぎ
幕
府
の
奥お

く

右ゆ
う

筆ひ
つ

に
内
々

に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
直
弼
に
大
老
職

が
命
じ
ら
れ
る
と
の
こ
と
。
井
伊
家
で
は
、

直
弼
の
娘
弥
千
代
と
21
日
に
婚
姻
し
た
松
平

頼よ
り

聡と
し

の
婿
入
り
の
予
定
を
断
り
、
準
備
し
て

い
た
御ご

殿て
ん

の
飾
り
が
急

き
ゅ
う

遽き
ょ

片
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
翌
朝
、
登
城
し
た
直
弼
は
、
御ご

座ざ

の
間

で
将
軍
徳
川
家い

え

定さ
だ

か
ら
大
老
職
就
任
を
命
じ

ら
れ
ま
し
た
。
直
弼
は
一
度
は
辞
退
し
ま
す

が
、
将
軍
か
ら
再
度
の
命
が
く
だ
り
、
大
老

職
に
就
き
ま
し
た
。

　

直
弼
の
大
老
就
任
の
き
っ
か
け
は
、
徳
川

一
門
の
福
井
藩
主
松
平
慶よ

し

永な
が

の
大
老
就
任
が
、

将
軍
家
定
に
伺
わ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
こ
れ

に
難
色
を
示
し
た
家
定
が
、
直
弼
の
大
老
就

任
を
望
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
当
時
、
幕

府
で
は
、
日
米
修
好
通
商
条
約
の
調
印
を
政

治
課
題
と
す
る
一
方
、
将
軍
の
後
継
者
選
び

と
い
う
幕
府
政
治
の
主
導
権
争
い
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
直
弼
の
大
老
就
任
は
、
譜ふ

代だ
い

大だ
い

名
み
ょ
う

を
中
心
と
し
た
勢
力
が
、
政
治
の
主
導

権
を
握
る
た
め
に
水
面
下
で
推
し
進
め
た
人

事
で
し
た
。

　

大
老
就
任
か
ら
２
日
後
の
４
月
25
日
、
直

弼
は
将
軍
に
誓せ

い

詞し

を
提
出
し
ま
し
た
。
彦
根

藩
井
伊
家
文
書
（
重
要
文
化
財
）
に
は
、
こ
の
時

の
直
弼
自
筆
の
誓
詞
の
控
え
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
（
写
真
）。
誓
詞
は
神
に
誓
約
を
す
る

も
の
で
、
大
老
職
に
限
ら
ず
、
幕
府
の
役
職

に
就
く
と
き
に
は
、
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
誓
詞
控
え
は
、
同
サ
イ
ズ
（
縦

36
・
０
㎝
、
横
48
・
５
㎝
）、
同
質
の
２
枚
の
和
紙

が
貼
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
１
枚
は
、
幕
府

を
第
一
に
思
い
奉
公
す
る
こ
と
な
ど
、
具
体

的
な
誓
約
内
容
を
記
し
た
前ま

え

書が
き

。
も
う
１
枚

は
、
神
へ
の
誓
約
を
記
し
た
本
文
で
、
裏
に

は
熊
野
権
現
の
お
札ふ

だ

に
押
さ
れ
る
印
が
押
さ

れ
て
い
ま
す
。
包

つ
つ
み

紙が
み

に
も
サ
イ
ズ
、
紙
質
と

も
に
全
く
同
じ
紙
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
幕

府
に
提
出
し
た
正
文
も
同
じ
紙
が
用
い
ら
れ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
か
つ
、
正
文
に
は
血
判

が
押
さ
れ
ま
し
た
。

　

直
弼
は
、
将
軍
に
１
度
大
老
職
辞
退
を
申

し
出
ま
し
た
が
、
実
は
、
22
日
の
段
階
で
、

側
近
の
宇う

津つ

木ぎ

景か
げ

福よ
し

に
、「
い
か
に
も
粉
骨
砕

身
い
た
し
候
て
も
忠
勤
い
た
す
べ
し
」
と
大

老
職
就
任
へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。
あ
わ
た
だ
し
い
事
の
成
り
行
き
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
く
せ
の
強
い
筆
跡
を
特
徴
と
す

る
直
弼
と
し
て
は
、
端
整
に
書
か
れ
た
誓
詞

の
文
字
。
大
役
を
引
き
受
け
る
緊
張
の
な
か
、

一
字
一
字
に
自
ら
の
思
い
を
こ
め
、
誓
詞
を

し
た
た
め
る
直
弼
の
姿
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

こ
の
後
、
直
弼
は
一
気
に
時
代
を
駆
け
抜
け

て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

渡
辺
恒
一
）　

写
真
の
史
料
は
、
シ
リ
ー
ズ
「
直
弼
発
見
！
」

巻
の
１
「
井
伊
直
弼　

大
老
へ
の
道
の
り
」(

５

月
23
日
㈮
～
６
月
24
日
㈫･

期
間
中
無
休)

で

展
示
し
ま
す
。

直
弼
の
大
老
就
任
ー

井
伊
直
弼
大
老
就
任
誓
詞
控

▲井伊直弼大老就任誓詞控
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は 10,000円）　〈会員特典〉①会員証で彦根城博物館の常設

展・企画展が観覧できます。②友の会主催の講演会や見学

会に参加できます。③友の会ニュースや、博物館案内な

どをお送りします。〈会員期間〉入会時から平成 21 年３月

31 日まで　〈入会方法〉彦根城博物館にある入会申込書に

必要事項を記入し、年会費を添えて、彦根城博物館窓口で

申し込んでください。〈申込・問い合わせ先〉彦根城博物館

友の会事務局（彦根城博物館内）☎ 22-6100、FAX22-6520

彦根市国際協会では、今年７月から８月にかけて、米国

ミシガン州グランドラピッズ市にある、カルビン大学の

大学生を研修生として受け入れます。研修生は、ホーム

ステイをしながら、彦根市役所と彦根市国際協会でイン

ターン（体験就業）をします。この事業に協力していた

だくホストファミリーを募集します。なお、受け入れて

いただく学生は、基礎的な日本語の会話ができます。

〈受入学生数〉４人　〈受入予定期間〉７月７日㈪〜８月６

日㈬　※１家庭につき、できるかぎり１週間以上の受け

入れをお願いします。〈応募期限〉５月31日㈯　〈その他〉

事前に受け入れにあたっての説明会を開催します。〈応募・

問い合わせ先〉彦根市国際協会事務局（国際交流サロン内）☎

22-141 1（内線 590）※日・月曜日は休館

　米国カルビン大学生　夏季ホストファミリー

　乳幼児と保護者が気軽に集まり、子育てを学習しなが

ら交流できる場を作ります。会場によって開催者や開催

日、内容が異なります。申し込み時に確認してください。

対象　すくすく教室：平成18年４月２日〜同20年４月１日

に生まれた乳幼児と保護者、のびのび教室：平成16年

４月２日〜同18年４月１日に生まれた乳幼児と保護者

募集定員　下の表のとおり（申し込み多数の場合は抽選）

開講期間　６月〜平成21年３月（全10回）、午前10時〜同11時

30分（稲枝地区公民館は午前９時45分〜）

講座内容　リズム遊び／作って遊ぼう／ふれあい遊び／自

然と遊ぼう／食生活を考えよう／お話あそび／子どもの

健康を考えよう／フリートーキング　など

参加費　2,000円（お子さんが２人の場合は 2,200 円）

教材費　約700円（返信はがき、またはファクスでお知らせします。）

申込期間　５月１日㈭〜同21日㈬（最終日の消印有効）

申込方法　 子ども未来室窓口か、ファクスまたは往復は

がきで申し込んでください。ファクスの場合は、住所、

電話番号、保護者氏名、子どもの氏名と生年月日、性別、

希望する公民館と教室名を記入して、往復はがきの場

合は、往信の裏に郵便番号、住所、電話番号、保護者氏名、

子どもの氏名と生年月日、性別、希望する公民館と教

室名を、返信の表にも住所、氏名を書いて同室まで。

※申し込みは１組１地区公民館に限ります。

申込・問い合わせ先　□市子ども未来室（〒522-0047　日夏

町4769）☎ 28-1580（FAX 共用）

博物館の入門講座、今年のテーマは雅楽器です。日本文

化の本質と深く関わっている楽器について考えてみまし

ょう。〈日時〉下の表のとおり　〈場所〉彦根城博物館講堂（金

亀町）　〈定員〉80人（先着順）　〈受講料〉無料　※ただし資料代

300円が必要です。〈講師〉齋
さい

藤
とう

望
のぞむ

（彦根城博物館学芸員）　〈そ

の他〉事前の申込は不要です。〈問い合わせ先〉彦根城博物

館学芸史料課☎ 22-6100、FAX22-6520 へ

講座予定表

日　時 内　容

５月17日㈯
13：30 〜14：40 第１講 音

こえ

の神秘

14：50 〜16：00 第２講 日本の雅楽と楽器

５月18日㈰
13：30 〜14：40 第３講 井伊家伝来の雅楽器

14：50 〜16：00 第４講 古典文学と楽器

※希望の講座のみを受講することもできますが、資料代は

同額が必要です。展示をご覧になる場合には、別途観

覧料が必要です。

博物館をより身近に感じることができる「友の会」に入

会して、歴史・文化との出会いを楽しみませんか。〈年会費〉

個人会員：2,000円、個人会員（高校生）：1,000円、ジュニ

ア会員（小・中学生）：500円、賛助会員　１口以上（１口

　彦根城博物館入門講座　雅
が

楽
が っ

器
き

の楽しみ

　彦根城博物館友の会　平成20年度会員
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〈内容〉子どもセンター周辺の自然のなかで、のびのびと

遊びながら、自然とのふれあいや驚きなどを、親子で楽

しく体験します。〈日時〉５月24日㈯　10：00〜11：30　〈場

所〉子どもセンター周辺　※ 10：00 までに子どもセンター

玄関前に集合　〈対象〉２〜３歳児とその保護者　〈定員〉

25組程度　〈参加費〉無料　〈持ち物〉動きやすい服装と靴、

水筒　〈応募期限〉５月15日㈭　〈申込・問い合わせ先〉 子

ども未来室☎ 28-1580（FAX 共用）

㈶滋賀県人権センターでは、同和問題をはじめとする人

権問題の解決に向けて、さまざまな事業を推進するため、

ご賛同、ご協力いただける賛助会員を募集します。〈種別〉

ア．特別賛助費：１口 15,000円（年額）、イ．協力賛助費：１口 

2,000 円（年額）〈会員特典〉協力賛助１口で、旬刊紙「人権

の友」１部を１年間送付します。また、協力賛助４口ま

たは、特別賛助１口で、旬刊紙「人権の友」と月刊誌「じん

けん」各１部を１年間送付します。このほか、エキスパ

ートスクール「人権の友」の受講料を割引します。〈賛助

費の用途〉協力いただいた賛助費により、旬刊紙や月刊誌

の発行などを行い、残ったお金は、「同和基金」として積

み立てます。詳しくは 人権政策課、支所・各出張所にお

いてある募集要綱（申込書）をご覧ください。〈問い合わせ先〉

㈶滋賀県人権センター総務企画担当☎ 077-522-8243、

FAX077-522-8289

〈内容〉介護員（ヘルパー）２級の資格取得を目指す講習

会　〈実施期間〉６月７日㈯〜12月18日㈭のうち 28 日間（４

日間の実習を含む）　〈場所〉龍谷大学（大津市）　〈定員〉50人（応

募者多数の場合は抽選）　〈応募資格〉県内に居住するおおむね

60歳から65歳までの人で、ヘルパーとして就労を希望す

る人　〈受講料〉無料　〈申込期限〉５月29日㈭　〈申込方法・

問い合わせ先〉往復はがきの往信の裏面に、「介護員養成

講習（ヘルパー２級課程）」、受講希望理由、住所、氏名（ふ

りがな）、生年月日、電話番号を書いて㈳滋賀県シルバー

人材センター連合会（〒 520-0051　大津市梅林一丁目 3-10）

☎ 077-525-4128、FAX077-527-9490）へ

〈対象〉市内か近隣の市町に住む小学２〜６年生　〈練習

日〉５月24日㈯、 ６月８日㈰、 同22日㈰、 ７月13日㈰、

同27日㈰、８月３日㈰、同７日㈭、同10日㈰、９月７日

㈰、同28日㈰　※練習時間は９：00 〜 12：00、８月10日

㈰は大会に参加します。〈場所〉ブリヂストン体育館（高宮町）

〈費用〉参加料 4,000円　※新規参加者はほかにスポーツ安

全保険代 500円が必要です。〈申込方法・問い合わせ先〉電

話かファクスで名前、学年、連絡先を彦根市ハンドボー

ル協会（前川方）☎・FAX22-1065 へ

　介護員（ヘルパー）養成講習会（２級課程）受講生

　男女共同参画に関するさまざまな課題に気づくと

ともに、身近な地域や団体で、実践に結びつけること

ができるような知識や技術の習得を目指します。性別

に制限されることなく、個性を尊重するまちづくりを

目指しましょう

日時、内容　右の表のとおり

場　所　男女共同参画センター「ウィズ」（平田町）

対　象　市内に在住、在勤、在学の人

定　員　30 人程度（先着順）

受講料　各回 200 円

申込期限　５月26日㈪

託　児　あり（要事前予約）、１人１回 200 円

その他　４回以上出席した人には修了証を渡します。

申込方法・問い合わせ先　電話、ファクス、Ｅメール

で同センター☎ 24-3529（FAX共用）、E メール：with.
hikone@oboe.ocn.ne.jp へ

　子育て講座　自然と遊ぼう

　彦根キッズ（小学生）ハンドボール教室

　㈶滋賀県人権センター特別賛助費制度　会員
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滋
賀
県
視
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー 

午
後
１
時
30
分
〜
同
２
時
30
分

５
月
22
日
㈭　

▼
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー　

午
前
９
時
30
分
〜
同
11

時
30
分　

▼
稲
枝
支
所　

午
後

１
時
30
分
〜
同
２
時
30
分　

▼

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね　

午
後

３
時
〜
同
４
時

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
管
理
課
☎

24-

０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０
番

彦
根
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

﹁
ち
と
せ
﹂
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

　

総
合
的
な
介
護
相
談
窓
口
と
し

て
、
城
東
・
佐
和
山
学
区
に
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ち
と
せ
」

が
新
し
く
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

施
設
名
称　

彦
根
市
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
ち
と
せ

所
在
地　

河
原
二
丁
目
１-

２

電
話
番
号　

０
８
０-

６
１
５
３-

０
７
９
６
番

担
当
小
学
校
区　

城
東
・
佐
和
山

委
託
先　

社
会
福
祉
法
人
千
歳
会

開
設
日　

４
月
21
日
㈪

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課
☎

23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
み
で
す
か

　

各
会
場
で
実
施
し
て
い
る
、
犬

の
登
録
と
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は

５
月
22
日
㈭
が
最
終
日
で
す
。
ま

だ
の
人
は
必
ず
受
け
ま
し
�
う
。

　

な
お
、
会
場
で
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
飼
い
主
の
人
は
、
か
か
り
つ
け

の
獣
医
師
で
注
射
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　

獣
医
師
発
行
の
「
狂
犬
病
予
防

注
射
済
証
」
を
お
持
ち
の
人
は
、

彦
根
市
の
「
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票（
ア
ル
ミ
製
の
プ
レ
ー
ト
）」
の
発
行

手
続
き
が
必
要
で
す
。「
狂
犬
病

予
防
注
射
済
証
」「
愛
犬
カ
ー
ド
」

「
愛
犬
登
録
証（
封
筒
）」
と
手
数
料

５
５
０
円
を
持
っ
て
、

健
康
管
理

課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
滋
賀
県
獣
医
師
会
員
の
医
院
で

注
射
を
受
け
た
場
合
は
、
注
射

料
金
に
手
数
料
が
す
で
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

５
月
13
日
㈫　

▼
河
瀬
出
張
所 

午

前
９
時
30
分
〜
同
11
時
30
分
▼

ご意見をおよせいただき
ありがとうございました

彦根市既存建築物耐震改修促進計画（案）

意見の件数　２１件

　案の修正をするもの　　　　１６件

　案の修正を行わないもの　　　５件

案の修正の概要

　住宅の耐震化に係る目標数値の算出方法を改めま

した。また、表記方法について、分かりやすいよう

改めました。

問い合わせ先　 建築指導課☎30-6125、FAX24-8517

彦根市廃棄物減量等推進審議会答申素案

「ごみ減量対策と
  処理費用の負担のあり方について」

意見の件数　４６件

　・ごみ対策の現状と課題関連　　　　　　１件

　・減量化・資源化目標と施策関連　　　２８件

　・ごみ処理経費の有料化関連　　　　　１３件

　・施策の点検と管理関連　　　　　　　　１件

　・その他　　　　　　　　　　　　　　　３件

意見に対する対応

　・審議会で検討していただくもの　　　　５件

　・答申案にすでに反映されているもの　１５件

　・審議会で議論されたもの　　　　　　１０件

　・その他　　　　　　　　　　　　　　１６件

案の修正の概要

　お寄せいただいたご意見については、審議会最終

答申において、反映状況などについてとりまとめて

いただくとともに、内容を公表します。

問い合わせ先　 清掃センター管理課☎22-2734、

FAX24-7787

飲
用
井
戸
水
な
ど
の
水
質
依
頼
検
査
の

取
り
扱
い
を
廃
止
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、

彦
根
保
健
所
で

行
っ
て
き
た
、
飲
用
井
戸
水
な
ど

の
水
質
依
頼
検
査（
有
料
）
は
、
今
年

の
６
月
30
日
㈪
で
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

７
月
以
降
に
、
水
質
検
査
を
希

望
す
る
人
は
、
水
道
法
に
基
づ
く
、

厚
生
労
働
大
臣
の
水
質
検
査
機
関
、

ま
た
は
建
築
物
衛
生
法
に
基
づ
く
、

県
知
事
登
録
の
建
築
物
飲
料
水
水

質
検
査
業
者
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
保
健
所
☎

22-

１
７
７
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

７
５
４
０
番
、

生
活
衛
生
課

☎
０
７
７-

５
２
８-

３
６
４
５

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
８-

４
８
６
０
番
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婦
人
科
の
診
療
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
企
画

経
営
課
☎
22-
６
０
５
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

０
７
５
４
番
、

市
立
病
院　

外
来
受
診
の
受
付
は
時
間
内
に
お
願
い
し
ま
す

　

現
在
、
全
国
的
に
医
師
が
不

足
し
て
い
ま
す
。
市
立
病
院

も
例
外
で
は
な
く
、
医
師
不
足

の
た
め
、
一
部
の
診
療
科
で
は

診
療
を
制
限
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
診
療
所
で
の
対
処
が
困
難

で
、
緊
急
を
要
す
る
患
者
さ
ん

や
、
入
院
が
必
要
な
重
症
の
患

者
さ
ん
を
診
療
す
る
と
い
う
、

市
立
病
院
の
機
能
を
維
持
す
る

た
め
、
皆
さ
ん
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

外
来
診
療
の
受
付
時
間
は

月
〜
金
曜
日
の

午
前
11
時
ま
で
で
す

　

市
立
病
院
で
は
、
月
〜
金
曜

日
の
午
前
中
を
、
一
般
の
外
来

患
者
さ
ん
の
診
療
時
間
と
し
て

い
ま
す
。
午
後
は
、
予
約
外
来

や
、
入
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん

の
治
療
の
ほ
か
、
手
術
や
検
査

な
ど
に
あ
て
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
午
前
11
時
以
降

も
、
比
較
的
軽
症
で
受
診
す
る

人
が
予
約
な
し
で
訪
れ
、
こ
れ

ら
の
人
の
診
察
の
た
め
に
、
検

査
や
、
手
術
な
ど
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

緊
急
を
要
す
る
患
者
さ
ん

や
、
入
院
が
必
要
な
患
者
さ
ん

の
診
療
を
優
先
さ
せ
る
た
め
、

今
後
は
、
午
前
11
時
以
降
の
、

予
約
の
な
い
患
者
さ
ん
の
診
療

は
原
則
と
し
て
お
断
り
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
小
児
科
は
、
午
後
も

予
約
な
し
で
受
診
で
き
ま
す
。

救
急
セ
ン
タ
ー
の
適
切
な

受
診
を
お
願
い
し
ま
す

　

市
立
病
院
の
救
急
セ
ン
タ
ー

は
、
24
時
間
体
制
で
、
３
６
５

日
稼
働
し
て
い
ま
す
。
救
急
セ

ン
タ
ー
で
は
、
重
傷
の
患
者
さ

ん
や
、
入
院
を
必
要
と
す
る
患

者
さ
ん
の
ほ
か
、
救
急
車
で
来

院
す
る
患
者
さ
ん
の
診
療
を
中

心
に
し
て
い
ま
す
。

　

比
較
的
軽
症
の
患
者
さ
ん

は
、
か
か
り
つ
け
の
診
療
所
に

相
談
す
る
か
、
休
日
の
場
合

は
、
休
日
急
病
診
療
所
を
利
用

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
立
病
院
企
画
経
営
課

　
　

☎
22-

６
０
５
０
番

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
７
５
４
番
、

　

健
康
管
理
課
（
彦
根
休
日

　
　

急
病
診
療
所
に
つ
い
て
）

　
　

☎
24-

０
８
１
６
番

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０
番

市
立
病
院
産
婦
人
科
の

診
療
体
制
が
変
わ
り
ま
す

　

市
立
病
院
で
は
、
産
婦
人
科
医

師
の
減
少
の
た
め
、
昨
年
４
月
か

ら
、
分
娩
の
取
り
扱
い
を
休
止
す

る
な
ど
、
産
婦
人
科
の
診
療
を
縮

小
し
て
き
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
、
県
立
成
人
病
セ
ン

タ
ー
か
ら
非
常
勤
医
師
２
人
が
派

遣
さ
れ
る
こ
と
に
と
も
な
い
、
産

婦
人
科
の
診
療
体
制
を
下
の
表
の

と
お
り
に
変
更
し
ま
す
。

　

２
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
院
内
助

産
所
以
外
で
の
分
娩
は
、
現
在
は

ま
だ
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
が
、

彦根市議会

６月定例会の日程変更のお知らせ

　４月15日発行の「ひこね市議会だより」第101

号でお知らせした、６月定例会の日程（予定）は、

次の通り変更されました。

本会議の日程

　開会　　　　　　　　６月９日㈪

　個人質問　　　　　　６月1 6日㈪・1 7日㈫

　個人質問（予備日）　　６月1 8日㈬

　閉会　　　　　　　　６月26日㈭

委員会の日程

　福祉病院常任委員会　６月1 9日㈭

　産業建設常任委員会　６月20日㈮

　市民文教常任委員会　６月23日㈪

　総務常任委員会　　　６月24日㈫

※開始時刻はいずれも９：30 です。

問い合わせ先　 企画課☎30-6101、FAX22-1398
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災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
や
、
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
な
ど
、

自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
が
、
地

域
で
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

「
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
」
を
創
設
し
ま

す
。

　

こ
れ
に
と
も
な
い
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ

る
人
の
「
災
害
時
要
援
護
者
登
録
台
帳
」
を

作
成
し
ま
す
。

　

次
の
「
ア
」「
イ
」
の
両
方
に
該
当
す
る
人

で
、
災
害
時
な
ど
に
、
地
域
で
の
支
援
を
希

望
す
る
人
は
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
時
要
援
護
者
の
登
録
条
件

ア
．
次
の
①
〜
⑥
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

高
齢
者
、
ま
た
は
障
害
者
で
あ
る
こ
と

①
満
75
歳
以
上
の
独
居
の
高
齢
者
ま
た
は
満

75
歳
以
上
の
者
の
み
で
構
成
す
る
世
帯
の

高
齢
者

②
要
介
護
３
・
４
・
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る

人
③
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
を
所
持
す
る
人

④
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
を
所
持
す
る
人

⑤
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級
を
所

持
す
る
人 

⑥
右
の
①
〜
⑤
に
準
じ
る
状
態
に
あ
る
人
で
、

特
に
災
害
時
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人

イ
．
登
録
に
必
要
な
個
人
情
報
の
提
供
に
同

意
で
き
る
こ
と

登
録
の
方
法

　

災
害
時
要
援
護
者
と
し
て
、
登
録
を
希
望

す
る
人
は
、福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
課
・

介
護
福
祉
課
・
障
害
福
祉
課
）、
市
役
所
（
総
務
課
）、

支
所
・
出
張
所
に
備
え
て
あ
る
「
彦
根
市
災

害
時
要
援
護
者
登
録
申
請
書
兼
同
意
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
災
害
時
に
お
い
て
、
避
難
誘
導
、

救
出
活
動
、
安
否
確
認
な
ど
の
支
援
を
し
て

い
だ
け
る
、「
地
域
支
援
者
」
の
選
任
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
登
録
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

登
録
情
報
の
活
用

　

申
請
書
に
基
づ
く
情
報
は
、
関
係
機
関
や

地
域
支
援
者
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
自
主

防
災
組
織
お
よ
び
自
治
会
に
提
供
し
、
災
害

時
の
支
援
体
制
の
整
備
に
活
用
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
・
申
請
先　

社
会
福
祉
課
☎

23-

９
５
９
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８

番
、

介
護
福
祉
課
☎
23-

９
６
６
０

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番
、

障
害

福
祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番
、

総
務
課
☎
30-

６
１
０
０

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

く
つ
や
カ
バ
ン
は
燃
や
せ
る
ご
み
へ

　

４
月
か
ら
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
区
分
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。「
ご
み
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

で
、
再
度
、
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

区
分
が
変
更
さ
れ
た
ご
み　

く
つ
、
ス
リ
ッ

パ
、
長
靴
、
ブ
ー
ツ
な
ど
の
靴
類
（
ス
キ
ー

靴
、ス
ケ
ー
ト
靴
な
ど
の
特
殊
な
靴
は
除
く
）、ボ
ー

ル
な
ど
の
ゴ
ム
製
品
、
カ
バ
ン
、
グ
ロ
ー

ブ
な
ど
の
皮
革
製
品
、
ス
ポ
ン
ジ

新
し
い
区
分　

燃
や
せ
る
ご
み

種
類
や
用
途
に
応
じ
て

指
定
の
袋
を
ご
使
用
く
だ
さ
い

　

ご
み
は
、
市
指
定
の
専
用
袋
で
集
積
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
左
の
図
）

廃
食
用
油
の
回
収
拠
点
が
増
え
ま
し
た

　

彦
根
市
で
は
、
家
庭
か
ら
の
廃
食
用
油
（
使

用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
や
消
費
期
限
切
れ
食
用
油
を
含

む
）
を
回
収
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
次
の
10
か

所
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所　

市
役
所
１
階
（

生
活
環
境
課
）、
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
、
支
所
・
各
出
張
所
（
河
瀬
出
張
所
、

亀
山
出
張
所
は
、
４
月
に
新
設
）、
旭
森
地
区
公

民
館
、
銀
座
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

※
清
掃
セ
ン
タ
ー
と
旭
森
地
区
公
民
館
以
外

の
持
ち
込
み
は
、
施
設
の
開
庁
時
間
の
み

と
な
り
ま
す
。

※
容
器
の
ふ
た
は
、
し
っ
か
り
閉
め
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

　
　

清
掃
セ
ン
タ
ー
管
理
課
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

万
が
一
の
と
き
の
た
め
に
登
録
を
！

災
害
時
の
避
難
支
援
制
度
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サ
イ
ト
登
録
料
な
ど
の
請
求
に
関
す
る
相

談
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
無
料
サ
イ
ト
で
あ
れ
ば

料
金
負
担
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
万
が

一
、
こ
の
事
例
の
よ
う
に
、
無
料
期
間
中
に
退

会
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
、
登
録
料
な
ど
が
か

か
る
と
い
う
規
定
な
ら
、
そ
の
こ
と
を
見
や
す

い
と
こ
ろ
に
明
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
事
例
の
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
規
定
は
見

て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
支
払
い
義
務
は
無
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
債
権
回
収
代
行
業
者
は
、
サ
イ
ト
運

営
業
者
か
ら
、
債
権
回
収
代
行
の
委
託
を
受

け
て
、債
権
を
回
収
す
る
業
者
で
す
。
た
だ
し
、

債
権
回
収
を
代
行
す
る
に
は
、
債
権
者
（
こ

の
事
例
で
は
サ
イ
ト
運
営
業
者
）
か
ら
、
債
権

回
収
代
行
の
委
託
を
受
け
た
こ
と
の
証
明
と
、

請
求
の
根
拠
と
な
る
も
の
を
、
利
用
者
に
提
示

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
提
示
が
な
け
れ
ば
、
た
と
え
、
支

払
い
義
務
を
負
っ
て
い
る
利
用
者
で
あ
っ
て

も
、
債
権
回
収
代
行
業
者
か
ら
の
請
求
に
応
じ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
債
権
回
収

代
行
業
者
は
、
利
用
者
が
異
議
な
く
支
払
い
を

認
め
る
場
合
以
外
は
、
請
求
す
る
事
は
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
例
は
、
支
払
い
義
務
の
な
い
代
金

を
支
払
っ
た
こ
と
か
ら
、「
お
金
を
支
払
う
人
」

と
み
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
目

の
代
金
を
、
次
々
と
要
求
さ
れ
、
被
害
が
拡

大
し
て
し
ま
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
で
す
。
被
害

は
、
振
り
込
ん
だ
お
金
だ
け
で
な
く
、
サ
ラ
金

と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
分
（
１
４
０
万
円
＋

利
息
）
の
今
後
の
返
済
に
ま
で
お
よ
び
ま
す
。

　

す
ぐ
に
警
察
に
被
害
届
を
提
出
す
る
一
方

で
、
こ
の
業
者
の
電
話
番
号
登
録
が
確
認
で
き

た
の
で
、
少
し
で
も
被
害
回
復
の
見
込
み
が
な

い
か
、
弁
護
士
相
談
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
最
終
振
込
み
か
ら
２
週
間
経
っ

て
い
ま
し
た
が
、
業
者
の
銀
行
口
座
凍
結
を
、

当
相
談
窓
口
か
ら
手
配
し
ま
し
た
。

還
付
金
詐
欺
に
も
ご
注
意
を

　
「
広
報
ひ
こ
ね
」
２
月
15
日
号
で
も

お
知
ら
せ
し
た
「
還
付
金
詐
欺
」
も

周
期
的
に
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

役
所
が
還
付
金
の
た
め
に
、Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現

金
自
動
預
払
い
機
）
の
操
作
を
お
願
い
し

た
り
、
振
込
口
座
を
口
頭
で
お
尋
ね

す
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
旦
払
っ
て
し
ま
っ
た
お
金
の
被

害
回
復
は
、
ほ
と
ん
ど
見
込
み
が
あ

り
ま
せ
ん
。
く
れ
ぐ
れ
も
、
振
り
込

む
前
に
家
族
や
友
人
、
役
所
や
警
察

な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
事
例

　

個
人
情
報
管
理
と
、
債
権
回
収
代
行
を

兼
務
す
る「
㈶
国
民
●
●
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
業
者
か
ら
、
携
帯
電
話
に
料
金
請

求
の
電
話
が
あ
っ
た
。
携
帯
電
話
で
無
料

サ
イ
ト
を
利
用
し
、
無
料
期
間
中
に
退
会

手
続
き
を
し
て
い
な
い
の
で
、
登
録
料
と

延
滞
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
規
定
は
見

な
か
っ
た
が
、
サ
イ
ト
名
に
覚
え
が
あ
っ

た
の
で
、
４
万
円
を
振
り
込
ん
だ
。

　

次
に
、「
あ
な
た
の
個
人
情
報
が

１
３
０
件
も
流
出
し
て
い
る
。
放
置
し
て

い
る
と
大
変
な
事
に
な
る
。
削
除
す
る
に

は
12
万
円
必
要
」
と
言
わ
れ
、
言
わ
れ
た

と
お
り
に
振
り
込
ん
だ
。
さ
ら
に
、「
あ

な
た
の
個
人
情
報
を
削
除
し
て
い
る
と
き

に
、
専
用
の
パ
ソ
コ
ン
が
故
障
し
た
。
完

全
削
除
す
る
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
修
復
費

30
万
円
が
必
要
」
と
言
わ
れ
て
、
こ
れ
も

振
り
込
ん
だ
。
こ
の
よ
う
に
色
々
と
口
実

を
設
け
、
手
持
ち
金
５
０
０
万
円
を
振
り

込
ま
さ
れ
た
。

　
「
も
う
お
金
が
な
い
」
と
言
う
と
、ま
ず
、

サ
ラ
金
２
社
か
ら
35
万
円
を
借
り
さ
せ
ら

れ
、
次
に
は
、
手
持
ち
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
で
20
万
円
を
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
さ
せ
ら

れ
た
。
さ
ら
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

回
数
券
を
約
85
万
円
分
購
入
し
、
金
券
シ

ョ
ッ
プ
で
換
金
し
て
振
り
込
む
よ
う
指
示

さ
れ
、
す
べ
て
指
示
ど
お
り
に
振
り
込
ん

だ
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
最
終
的
に
は
、
14

回
に
わ
た
っ
て
、
総
額
約
６
４
０
万
円
を

振
り
込
ん
だ
。

　

㈶
国
民
●
●
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、

「
５
０
０
万
円
は
、
最
終
振
込
日
の
２
週

間
後
に
返
金
し
、
サ
ラ
金
と
ク
レ
ジ
ッ
ト

分
は
、
㈶
国
民
●
●
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ク

レ
ジ
ッ
ト
会
社
、
サ
ラ
金
と
の
間
で
清
算

す
る
の
で
、
私
に
は
一
切
負
担
は
掛
か
ら

な
い
」
と
言
わ
れ
た
が
、返
金
日
（
今
日
）

に
振
り
込
み
返
金
さ
れ
ず
、
朝
か
ら
電
話

を
し
て
も
繋
が
ら
な
い
。
サ
ラ
金
の
１
回

目
の
返
済
日
が
近
づ
い
て
い
る
が
、
私
が

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

　
（
30
歳
代　

女
性
）
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　彦根市では、６月から、平成 22 年３月にわたって、「井

伊直弼と開国150年祭」を開催します。

　今回は、来年の３月までに開催される予定の事業につ

いて、それぞれの事業の概要をお知らせします。なお、

実施日をはじめ、一部がまだ決まっていない事業につい

ては、内容などが、今後変更されることもありますので

ご了承ください。

問い合わせ先　 企画課☎ 30-6141、FAX 22-1398

▲昨年５月に行われた「よさこいソーラ
ン総踊り」
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健
康
に
つ
い
て
考
え
よ
う

淡
海
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
彦
根
校

地
域
の
大
学
「
淡
海
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
」

　

淡
海
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
と
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
学
習
機
関
の
連
携
を
深
め
、
公
共
機
関
な

ど
で
の
日
常
的
な
学
習
か
ら
、
大
学
な
ど
を
利

用
し
た
高
度
な
学
習
ま
で
を
組
み
合
わ
せ
て

学
ぶ
、「
地
域
の
大
学
」
で
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
健
康
に
つ
い
て
考
え

よ
う
」
で
す
。
淡
海
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
で
の
学
習

を
通
じ
て
、
健
康
に
つ
い
て
、
体
系
的
な
知
識

と
経
験
を
得
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
淡
海
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
は
、
彦
根
市
の

ほ
か
、
大
津
市
や
草
津
市
な
ど
県
内
の
５
市
で

開
講
し
て
い
ま
す
。

淡
海
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
の
特
徴

・
半
年
の
学
習
期
間
に
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
滋
賀
県
立
大
学
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
で

学
習
で
き
ま
す
。

・
講
義
だ
け
で
な
く
、
見
学
や
実
習
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
授
業
が
あ
り
ま
す
。

・
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
で
生
か
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
応
援
し
ま
す
。

・
希
望
に
よ
っ
て
、
有
料
で
、
大
学
の
正
規
の

単
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

学
習
テ
ー
マ

　

今
年
度
の
学
習
テ
ー
マ
は
、「
自
分
や
周
り

の
人
た
ち
が
、
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
〜

家
族
や
地
域
の
仲
間
と
と
も
に
、
心
豊
か
に
生

き
る
〜
」
で
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
心
も
体
も
健
康
で
、

家
庭
や
社
会
で
の
役
割
を
果
た
し
、
自
分
自
身

で
楽
し
む
時
間
や
、
家
族
や
仲
間
と
楽
し
む
時

間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
学
習
の
場

を
提
供
し
ま
す
。
心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
を

送
る
た
め
の
運
動
療
法
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
、
食
育
、
地
域
で
の
仲
間
づ
く
り
、
地
域
へ

の
参
画
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

講
座
全
体
の
構
成

①
問
題
発
見
講
座　

身
近
な
健
康
に
関
す
る

題
材
を
通
じ
て
、
問
題
意
識
を
高
め
ま
す
。

講
座
は
、
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
ザ
（
大

東
町
、
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
彦
根
６
階
）、
市
民
会
館

な
ど
で
行
わ
れ
ま
す
。

②
実
験
・
実
習
講
座　

県
立
彦
根
東
高
校
を
会

定
員　

30
人　
　
　

募
集
期
間　

５
月
８
日
㈭
〜
６
月
６
日
㈮場

に
、実
験
や
実
習
を
中
心
に
学
習
し
ま
す
。

③
理
論
学
習
講
座　

滋
賀
県
立
大
学
で
、
大
学

教
官
に
よ
る
講
義
や
、
受
講
者
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
討
議
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
各
講
座
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
左
の
ペ
ー
ジ

の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

18
歳
以
上
の
人

応
募
方
法

　

電
話
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
、

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

受
講
料

　

５
、０
０
０
円

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課（
〒
５
２
２

-

０
０
０
１　

尾
末
町
１-

38
）
☎
24-

７
９
７
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番
、
Ｅ
メ
ー
ル

:

syogai@
m

x.hikone.ed.jp

平成 20 年度受講生を募集します

おわびと訂正
「広報ひこね」４月 15 日号９ページの「障害福祉制度が変わります」の記事において、「（２）自動車燃料費および

福祉タクシー運賃助成事業」の説明に、「変更点は、「広報ひこね」４月１日号５ページをご覧ください。」とあるのは、

正しくは「変更点は、「広報ひこね」４月１日号２ページをご覧ください。」の誤りでした。おわびして訂正します。
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淡海生涯カレッジ講座一覧
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人
権
学
習
会
（
地
区
別
懇
談
会
）
を

市
内
全
域
で
開
催
し
ま
し
ょ
う

　

彦
根
市
で
は
、
市
内
の
自
治
会
に
、

人
権
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
学
習
会
の

開
催
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
地
域
に

住
む
人
た
ち
が
、
主
体
的
に
企
画
、
参

加
し
、
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
話
し
合

う
こ
と
で
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
地
区
別
懇
談
会
」
の
名
称
で
昭
和
40

年
代
に
始
ま
っ
た
こ
う
し
た
学
習
会
は
、

自
治
会
が
主
催
者
と
な
っ
て
継
続
的
に

開
催
さ
れ
、
市
民
の
人
権
意
識
の
高
ま

り
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
名
称
や

内
容
、
参
加
の
呼
び
か
け
に
工
夫
を
こ

ら
し
て
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え

る
学
習
会
を
市
内
全
域
で
開
催
で
き
る

よ
う
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

学
習
会
を
開
催
す
る
自
治
会
に
は
、

講
師
な
ど
の
選
定
・
派
遣
に
つ
い
て
彦

根
市
が
支
援
し
ま
す
。
開
催
日
の
１
か

月
前
ま
で
に
開
催
申
請
書
を
人
権
政
策

課（
市
役
所
３
階
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
ク
タ
ー
っ
て
？

　

彦
根
市
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
ク
タ
ー
は
、

人
権
教
育
推
進
員
や
学
区
人
権
教
育
推

進
協
議
会
、
自
治
会
な
ど
と
密
接
な
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る
人

権
教
育
お
よ
び
啓
発
活
動
を
支
援
す
る

た
め
の
彦
根
市
独
自
の
制
度
で
、
左
の

表
の
７
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
や
学
区
人
権
教
育
推
進
協
議

会
が
開
く
人
権
問
題
学
習
会
の
企
画
や

実
施
に
あ
た
っ
て
、
テ
ー
マ
や
内
容
、

講
師
選
び
な
ど
に
つ
い
て
相
談
や
支
援

を
行
い
ま
す
。
人
権
教
育
の
推
進
に
関

す
る
相
談
、
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
ク

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　

人
権
政
策
課
☎
30-

６
１
１
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
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　６月１日〜７日は水道週間です。彦根市では、大藪浄

水場などの水道施設見学会を行います。ぜひ、ご参加く

ださい。

日時　６月７日㈯　午前の部：９：00 ～ 12：00

　　　　　　　　　午後の部：13：30 ～ 16：30

内容　大藪浄水場、東沼波水源地、稲枝配水池などを小

型バスで巡回見学します。※雨天の場合は見学方法を

変更する場合があります。

集合場所　大藪浄水場（八坂町）

申込方法　はがきまたはファクスに、「水道施設見学会参

加希望」と、住所・氏名・生年月日・電話番号、午前

と午後の希望する回を記入して、 水道部業務課まで申

し込んでください。家族やグループで申し込む場合は、

代表者以外の人の氏名と生年月日も記入してください。

定員　午前、午後とも各 52 人（申込多数の

場合は抽選）

参加条件　① 15 歳以下の人だけでの参加

はできません。②申込時において水道料

金を滞納している人は参加できません。

申込締切日　５月 28 日㈬（必着）

見学会要項の送付　参加が決定した人には、当日までに

見学会の要項を郵送します。

その他　今年度は、施設内で工事をしている関係から、

実験コーナーや模擬店などのイベントは行いません。

申込・問い合わせ先　 水道部業務課施設見学会担当

（〒522-8501　元町4-2）☎ 30-6127、FAX24-4054、施設見

学会については、彦根市ホームページでもお知らせし

ています。
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※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

５月後半

16日㈮

19日㈪

20日㈫

21日㈬

22日㈭

23日㈮

26日㈪

27日㈫

28日㈬

29日㈭

30日㈮

　

平田（大沢を除く）、日夏、竹ケ鼻、亀山地区、稲枝（西）、服部、

稲部（稲部）、出路、田原

日夏、亀山地区、稲枝（西）、肥田（西肥田を除く）、上稲葉、下稲葉、

本庄、普光寺、薩摩、金沢（金沢団地）、田附、新海、南三ツ谷、甲崎、

野良田

鳥居本地区、日夏、亀山地区、稲枝（東）、稲部（稲部、稲部東）、柳川、

上西川、下西川、上石寺、下石寺、稲里、肥田（西肥田）

鳥居本地区、岡、西沼波（東部を除く）、東沼波、大堀、大橋、元岡、

沼波、日夏、亀山地区、肥田（西肥田）、金沢（林、中下、長江）

鳥居本地区、東沼波、大堀、錦（第２・３部）、河原一丁目、河原

二丁目、河原三丁目、日夏、亀山地区、稲部（稲部南）、金沢（林、

中下、長江）

鳥居本地区、河瀬地区、金田、上岡部、下岡部、彦富、稲部（稲部南）

鳥居本地区、古沢、松原（四ッ川を除く）、高宮地区、河瀬地区、

彦富

河瀬地区、高宮地区、亀山地区、彦富（笹田団地）

河瀬地区、高宮地区、亀山地区

河瀬地区、高宮地区

河瀬地区、高宮地区

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【５月後半】

２１日㈬

２３日㈮

２７日㈫

２８日㈬

２９日㈭

３０日㈮

平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校 東 門

稲 里 町 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
稲 　 枝 　 駅 　 前

千 鳥 ヶ 丘 会 館 横
岡 町 東 光 寺 前
平 田 町 明 照 寺 前

大 藪 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社

新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館

普 光 寺 町（ 東 ノ 辻 広 場 ）
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港 　 屋 　 駐 　 車 　 場 　 東

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：１５
１４：００
１４：５０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０ 

１６日㈮
清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前

１３：３０
１４：２０
１５：１０

２０日㈫
開 出 今 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央
開 出 今 第 ２ 団 地（ 市 立 病 院 前 ）

１３：２０
１４：１０
１５：００

図書館休館日

５月後半

19日㈪、22日㈭、26日㈪

未来のママにやさしい心遣いを

「マタニティマーク」を
見逃さないで！

妊娠中、特に妊娠初期には、妊婦

の健康を維持することは、あかち

ゃんが成長するために、とても大切なことです。

　しかし、外見からは妊娠が分かりにくいため、「つわり」

などの症状に気づいてもらえないことがあります。また、

お腹が大きくなると、長時間立っていることや、階段の登

り降りがきついなど、つらい機会が増えます。

　マタニティマークは、妊婦がつけることで、周囲の気遣

いを求めやすくするためのマークです。もし、マタニティ

マークをつけている人を見たら、電車やバスなどの席を譲

ったり、近くで喫煙を控えたりするといった、やさしい心

遣いをしましょう。

★５月１日から、マタニティマーク製品をお渡します

　母子健康手帳の発行時に、希望者にマタニティマー

ク製品をお渡しします。すでに妊娠中の人にもお渡

ししますので、希望する人は、母子健康手帳を持って

健康管理課までお越しください。

問い合わせ先　 健康管理課☎24-0816、FAX24-5870

健康づくりに活用を

「湖東健康づくり得々ガイドブック」が
できました

　地域と職場での健康づくりのための社会資源を紹

介する「湖東健康づくり得々ガイドブック」が作ら

れました。事業所内の健康管理や、個人の健康管理

に役立つ情報が掲載されています。ガイドブックは、

湖東地域振興局地域健康福祉部（和田町）で配布し

ているほか、ホームページからダウンロードするこ

ともできます。ぜひご活用ください。

問い合わせ先　□県湖東地域振興局地域健康福祉部健

康づくり担当☎21-0284、FAX26-7540、

　ホームぺージ：http://www.pref.shiga.jp/e/h-hwc/
tokutokuguide/
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ゃ
ん

（
小
泉
町
）
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人口と世帯数
　　　　　　平成 20 年４月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

１１１,２９７人　（－　７０）
５４,７６６人　（－　１４）
５６,５３１人　（－　５６）

４２,２２８世帯（＋　３９）

美
し
い
ひ
こ
ね
を

創
造
す
る
活
動

あ
な
た
の
体
験
記
を

ご
紹
介
く
だ
さ
い　

　

彦
根
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
手
に
よ
っ

て
、
彦
根
の
ま
ち
を
さ
ら
に
美
し
く
、
活
力
の

あ
る
ま
ち
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
、「
美
し
い
ひ

こ
ね
創
造
事
業
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
活
動
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
、

皆
さ
ん
が
、
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
る
、
美
し

い
ひ
こ
ね
を
創
造
す
る
活
動
の
事
例
や
体
験
談

を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
の
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、「
広
報
ひ

こ
ね
」
で
随
時
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

応
募
資
格　

美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
活
動
に
参
加

し
、
活
動
す
る
個
人
、
団
体
、
事
業
所

応
募
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
す
る
場

合
は
、
活
動
内
容
・
名
前
（
団
体
・
事
業
所
の
場

合
も
含
む
）・
連
絡
先
の
ほ
か
、
活
動
を
通
じ
て

感
じ
た
こ
と
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
広
報
ひ
こ
ね
」
に
掲
載
す
る
紹
介
文
は
、

市
で
作
成
し
ま
す
。
ま
た
、
活
動
風
景
の
写

真
を
、
事
前
に
ご
準
備
い
た
だ
け
る
場
合
に

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
室

☎
30-

６
１
１
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８

番
、
Ｅ
メ
ー
ル:m

achizukuri@
m

a.city.
hikone.shiga.jp

描こう！彦根城　気付こう！まちの魅力　拡がれ！ひこね愛

彦根城写生大会
日時　５月18日㈰　９：00 〜 16：00

　　　※雨天の場合は５月25日㈰に延期

場所　彦根城一帯

参加方法　当日、彦根城表門・大手門・黒門、

　玄宮園で受付をしてください。

※画用紙は主催者で用紙します。

※参加者には彦根城無料入場入山証を配付します。

問い合わせ先　㈳彦根青年会議所☎ 22-7522

　

甲
崎
町
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ほ

っ
と
」
は
、
甲
崎
町
が
、

互
い
に
助
け
合
う
、
明

る
く
あ
た
た
か
い
ま
ち

に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
平
成
16
年
か
ら
活

動
し
て
い
ま
す
。
現
在

の
会
員
数
は
、
約
25
人

で
、
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」
の
開
催
や
、
美
化

活
動
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
楽
し
い
情
報
交
流
の
場
と
し

て
、
年
間
６
回
程
度
開
催
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
の

会
員
と
地
区
の
高
齢
者
が
、
い
っ
し
�
に
な
っ
て
、
お

し
�
べ
り
を
し
た
り
、ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、歌
を
う
た
っ

た
り
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

美
化
活
動
は
、
月
に
１
回
程
度
、
町
内
の
道
や
、
溝

な
ど
の
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
を
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な

で
清
掃
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
町
内
の
ご
み
が
減
り
、

ま
ち
が
き
れ
い
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
活
動
も
、地
域
の
役
に
立
つ
だ
け
で
な
く
、

自
分
た
ち
も
元
気
に
な
り
、
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
今
後
は
、
若
い
人
た
ち
も
参
加
し
や
す
い

活
動
に
取
り
組
み
、
明
る
く
あ
た
た
か
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
、
活
動
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。　

▲４月に行われた美化活動


